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平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

新規・
事 業 名 京の農林水産物ブランド力強化支援事業費 継続の別 新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ２，０００千円

－ － － 2,000

１ 趣 旨

地域の食の魅力を支える食材のブランド力を強化するため、ブラン

ド戦略の方向性を決め、展開を図る戦略会議の設置や産地及び生産者

が経営戦略等を学ぶセミナーの開催に対して支援する。

事業内容 ２ 事業概要

(1)ブランド戦略会議の設置 ５００千円

目 的

対 象 京都府農林水産物のブランド戦略の方向性や今後の展開について

方法等 検討するため、マーケティング専門家や野菜ソムリエ、市場関係者

等で構成するブランド戦略会議を設置

(2)ブランド力強化セミナーの開催 １，５００千円

ブランド戦略を展開するため、産地及び個々の生産者に対する経

営戦略や品質向上等に関する研修を実施

担 当 課 ・ 担 当 名 流通・ブランド戦略課 ブランド推進担当 課 ・ 担 当 電 話 番 号 075-414-4941

農林水産－１



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

新規・
事 業 名 ｢おいしい京都｣世界戦略事業費 継続の別 一部新規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ８，０００千円

－ － － 8,000

１ 趣 旨

認知度向上による需要拡大のため、新たな輸出国の開拓に向けた海

外でのフェア開催等の販売促進活動を支援する。

２ 事業概要

事業内容 (1) 京もの輸出国開拓事業（新規） ３，０００千円 ①

シンガポールにおいて、府内産農林水産物を使ったフェアや通年

目 的 で府内産農林水産物を提供する「京もの提供店」の認定を進め、新

対 象 規販路を開拓

方法等

(2) 「Kyoto Beef 雅」輸出拡大事業 ２，０００千円 ②

海外での試食会開催や商談会参加、ＰＲ資材作成等によりシンガ

ポール等への海外商流及び海外でのブランドを確立

(3) 京の農産物輸出ビジネス支援事業 ５００千円 ①

地方卸売市場から出荷される府内産農林水産物の海外へのテス

ト輸送や試食販売を支援

(4) 京ものファン獲得事業 ２，５００千円 ①

香港において、京野菜をはじめとした京もののＰＲフェアや食べ

方提案の実施期間を拡充し、需要を喚起

①流通・ブランド戦略課 ブランド推進担当 075-414-4941
担 当 課 ・ 担 当 名

②畜 産 課 畜 産 振 興 担 当
課 ・ 担 当 電 話 番 号

075-414-4983

農林水産－２



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

京の農産物国際水準ＧＡＰ普及 新規・
事 業 名

促進事業費 継続の別
一部新規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １０，５００千円

8,000 － － 2,500

１ 趣 旨

府内農業者が農産物の信頼性を高め、販路拡大・経営力の向上を進

めるためのモデル農場の設置や、指導者育成などＧＡＰの実践・認証

取得を支援する。

事業内容 ２ 事業概要

(1) 国際水準ＧＡＰ指導者育成事業費（新規） ２，０００千円

目 的

対 象 国際水準ＧＡＰの実践的な指導者を育成し、農業者等に対する

方法等 ＧＡＰ実践のレベルアップ指導を実施

(2) 国際水準ＧＡＰ実践・認証取得促進事業費 ２，５００千円

国際水準ＧＡＰの普及啓発体制強化と認証取得の促進のための

研修の実施

(3) 国際水準ＧＡＰ認証取得拡大事業費（新規） ６，０００千円

農業者及び農業者団体等の国際水準ＧＡＰの認証取得を支援

担 当 課 ・ 担 当 名 農 産 課 環境にやさしい農業推進担当 課 ・ 担 当 電 話 番 号 075-414-4961

農林水産－３



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

新規・
事 業 名 宇治茶新展開事業費 継続の別 一部新規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ５，０００千円

2,500 － － 2,500

１ 趣 旨

宇治茶の消費・生産拡大を図るため、宇治茶の新しい飲み方の提

案・発信等を実施する。

２ 事業概要

事業内容

(1) 宇治茶ブランド新展開プロジェクト協議会運営費 ４４０千円

目 的 平成29年度に立ち上げた宇治茶ブランド新展開プロジェクト協

対 象 議会において、商品開発と新しい飲み方の発信を検討

方法等

(2) 宇治茶ドリンク新商品の開発（新規） １，８５４千円

宇治茶の新たな需要を創造するため、「新商品開発プロジェク

ト」を立ち上げ、民間との提携を通じ今までにない発想・手法で

宇治茶ドリンクの新商品開発を推進

(3) 宇治茶の新しい飲み方発信 ２，７０６千円

季節に応じた宇治茶の新しい飲み方について、アイデアの公募

や、新しい喫茶スタイルの発信イベント、インバウンドを対象と

した「宇治茶文化理解促進ワークショップ」などを開催

担 当 課 ・ 担 当 名 農 産 課 宇治茶・特産振興担当 課 ・ 担 当 電 話 番 号 075-414-4944

農林水産－４



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

実需ニーズ対応型園芸産地づくり 新規・
事 業 名

実証事業費 継続の別
新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 １６，０００千円

16,000 ― － －

１ 趣 旨

実需者を交えたコンソーシアムを設立し、ニーズに応じた加工原

料用園芸品目の栽培技術の普及に向けた実証に対し助成する。

２ 事業概要

事業内容

必要とする品目、数量等について、産地と合意形成後、対象品目の

栽培技術の普及に向けて実証

目 的

対 象

方 法

生産者、実需者等を交えた関係者で構成するコンソーシア
実施主体

ム

①品目選定等調査研究に係る費用

取 組 ・先進地の事例調査等 ２，０００千円

②栽培技術の確立に係る経費

・排水対策や栽培管理機械リース等 １４，０００千円

担 当 課 ・ 担 当 名 課 ・ 担 当 電 話 番 号農 産 課 京 野 菜 振 興 担 当 075-414-4944

農林水産－５



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

新規・
事 業 名 農と里を支える担い手育成事業費

継続の別 新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ９，０００千円

4,500 － － 4,500

１ 趣 旨

高校生・大学生に対して、農業や農起業の魅力を伝え、職業意識を

醸成するとともに、地域の担い手となる移住者や若手農林漁業者等の

経営多角化を支援する。

事業内容 ２ 事業概要

＜若い農の担い手対策＞
目 的

対 象 (1) 高校生就農意欲向上対策 ２，０００千円
方法等 農業系高校の学生を対象に府内トップクラスの農業者等の下で、

農業体験を実施

(2) 大学生農起業者育成対策 １，０００千円
大学のゼミ活動と連携し、府内トップクラスの農業者等を講師と

したフィールドワークを実施

＜担い手の経営多角化対策＞

(3) 起業・多角化対策 ６，０００千円
新たな農村移住者や地域の若手農林漁業者等を対象とした起業・

多角化に向けた研修を実施

・農山漁村起業化研修（移住者等の農家レストラン開業支援等）

・経 営 企 画 研 修（地域資源を活用した新メニュー開発等）

・経 営 実 践 研 修（地域資源を活用した販売促進活動等） 等

担 当 課 ・ 担 当 名 経営支援・担い手育成課 新規就業・人材育成担当 課 ・ 担 当 電 話 番 号 075-414-4942

農林水産－６



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

新規・
事 業 名 低コスト木材生産体制づくり事業費 継続の別 新 規

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ２０，０００千円

20,000 － － －

１ 趣 旨

伐採から再造林までの低コスト化による木材生産量の増加を図る

ため、複数事業体の協業、一貫作業による生産体制づくりを推進す

る。

事業内容 ２ 事業概要

事業内容：複数事業体が連携した伐採後の林地の整理から再造林まで

目 的 の一貫作業に対する助成

対 象 ・作業対象となる森林の調査

方法等 ・路網整備

・森林整備（伐採後の林地の整理及び再造林）

・鳥獣害防止柵の設置

事業主体：森林組合等

担 当 課 ・ 担 当 名 林 務 課 林業振興・府有林担当 課 ・ 担 当 電 話 番 号 075-414-5006

農林水産－７



平成３０年度６月補正予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

新規・
事 業 名 農林水産業基盤整備事業費

継続の別
継 続

国 庫 起 債 その他 一般財源
予 算 額 ９９３，０００千円

734,163 126,000 84,442 48,395

１ 趣 旨

ブランド京野菜などの生産振興により、京都の農林水産業を未

来につなげるための生産基盤及び農山漁村地域の整備を実施する。

２ 事業概要

事業内容

■生産基盤の整備

・消費者ニーズに即した高収益作物への転換や競争力を高める基盤

目 的 整備 ①

対 象 （丹後国営Ⅰ期地区 等）

方法等 ・需要に応じた米の生産に必要なミニライスセンターの整備 ②

・地域の畜産の収益力の強化に向けた牛舎・堆肥舎等の整備 ③

■農山漁村地域の整備

・防災・減災対策の強化に向けたため池ハザードマップ等の作成 ①

（綾部３期地区 等）

・土砂・立木等の流出を防止する治山ダムの整備 ⑥

（湯船薮田地区 等）

・漁港施設の機能強化のための岸壁の保全・補強 ④

（舞鶴漁港地区 等）

・森林の水土保全機能の発揮のための森林整備 ⑤

（府下での間伐 等）

① 農 村 振 興 課 計 画 基 盤 担 当 075-414-5048
担 当 課 ・ 担 当 名 ② 農 産 課 京の米・豆・保険担当 課 ・ 担 当 電 話 番 号 075-414-4953

③ 畜 産 課 畜 産 振 興 担 当 075-414-4983
④ 水 産 課 漁 業 漁 村 担 当 075-414-4994
⑤ 林 務 課 林業振興・府有林担当 075-414-5006
⑥ 森づくり推進課 森 林 土 木 担 当 075-414-5028

農林水産－８


